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総
括
の
概
要

１
．
「
命
か
が
や
く
社
会
を
願
う

年
金
者
組
合
の
行
進
」
（
略
称
・

か
が
や
け
命
の
行
進
）
の
企
画
は

２
０
１
１
年
12
月
の
年
金
者
組
合

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
終
了
後
の
各

県
交
流
の
場
で
誕
生
し
ま
し
た
。

蹂
躙
さ
れ
る
人
間
の
尊
厳
、
国
民

い
じ
め
の
悪
政
に
怒
り
、
抗
議
す

る
、
そ
し
て
、
力
を
合
わ
せ
て
人

間
ら
し
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社

会
を
実
現
し
よ
う
と
、
直
接
行
動

で
広
く
世
間
に
訴
え
よ
う
と
の
思

い
か
ら
で
す
。

ま
た
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は

「
少
年
に
夢
を

青
年
に
雇
用
を

障
が
い
者
に
光
を

高
齢
者
に

安
心
を
」
と
し
、
高
齢
者
だ
け
の

課
題
で
は
な
く
若
い
世
代
、
苦
難

を
強
い
ら
れ
て
い
る
す
べ
て
の
人
々

と
連
帯
す
る
運
動
と
位
置
付
け
て

い
ま
す
（
「
か
が
や
け
命
の
行
進
」

よ
び
か
け
）
。

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
が
提
起
し
た
こ

の
「
行
進
」
は
、
２
０
１
１
年
初

頭
以
降
全
世
界
で
沸
き
起
こ
っ
た

「
１
％
に
よ
る
理
不
尽
な
抑
圧
、

搾
取
、
支
配
を
許
す
な
！
99
％
は

力
を
合
わ
せ
て
人
間
ら
し
い
社
会

を
！
」
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
運
動
と

事
実
上
、
同
一
線
上
に
あ
る
画
期

的
な
取
り
組
み
だ
っ
た
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
さ
ら
に
、
沿
道
の
市
民
に

宣
伝
カ
ー
で
訴
え
、
幟
を
立
て
て

東
海
道
を
行
進
し
自
治
体
、
国
に

要
請
も
す
る
と
い
う
運
動
は
、
現

在
、
首
相
官
邸
前
で
毎
週
開
催
さ

れ
て
い
る
「
原
発
な
く
せ
！
」

「
貧
困
な
く
せ
！
」
の
直
接
行
動

と
軌
を
一
に
す
る
も
の
と
言
え
ま

す
。２

０
１
２
年
２
月
16
日
の
近
畿

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
で
検
討
さ
れ
合
意

さ
れ
た
「
か
が
や
け
命
の
行
進
」

の
取
り
組
み
概
要
は
、
３
月
22
～

23
日
開
催
の
年
金
者
組
合
中
央
執

行
委
員
会
で
積
極
的
な
提
起
と
し

て
承
認
、
全
国
に
呼
び
か
け
ら
れ

ま
し
た
。

「
行
進
」
実
施
時
期
に
つ
い
て

は
、
企
画
当
初
、
今
秋
の
全
国
年

金
者
一
揆
に
あ
わ
せ
10
月
実
施
の

案
も
あ
り
ま
し
た
が
、
「
年
金
切

り
下
げ
、
消
費
税
増
税
」
を
め
ぐ

る
国
会
情
勢
か
ら
5
月
30
日
大
阪

城
公
園
野
外
音
楽
堂
ス
タ
ー
ト
、

6
月
20
日
日
比
谷
公
園
野
外
音
楽

堂
到
着
、
国
会
要
請
行
動
と
決
ま

り
ま
し
た
。
「
行
進
」
規
模
の
大

き
さ
か
ら
、
計
画
か
ら
実
施
ま
で

の
準
備
期
間
の
短
さ
は
否
め
ず
、

取
り
組
み
に
多
く
の
不
十
分
さ
が

あ
り
ま
し
た
が
、
全
体
と
し
て

「
行
進
」
沿
道
の
市
民
、
要
請
し

た
自
治
体
の
多
く
か
ら
、
「
年
金

下
げ
る
な
」
「
消
費
増
税
す
る
な
」

の
訴
え
、
共
同
の
呼
び
か
け
に
共

感
、
賛
同
、
歓
迎
を
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
中
央
本

部
、
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
、
沿
道
の
都

府
県
本
部
の
み
な
ら
ず
、
全
国
の

年
金
者
組
合
、
組
合
員
の
賛
同
、

ご
協
力
を
得
て
、
年
金
者
組
合
全

体
の
運
動
を
励
ま
し
、
春
の
組
織

拡
大
運
動
に
も
寄
与
す
る
こ
と
が

で
き
た
と
思
い
ま
す
。
６
月
19
～

20
日
開
催
の
中
央
委
員
会
で
同
趣

旨
の
発
言
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

愛
知
県
本
部
茶
谷
副
委
員
長
は

「
『
少
年
に
夢
を
、
青
年
に
雇
用

を
、
障
が
い
者
に
光
を
、
高
齢
者

に
安
心
を
』
と
訴
え
る
宣
伝
カ
ー

の
声
を
背
に
『
年
金
下
げ
る
な
！

消
費
増
税
す
る
な
！
』
と
大
き
く

書
か
れ
た
オ
レ
ン
ジ
カ
ラ
ー
の
鮮

や
か
な
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
隊
列
は
、
沿

道
の
住
民
か
ら
熱
烈
な
声
援
を
受

け
ま
し
た
。
年
金
者
自
ら
が
立
ち

上
が
っ
た
か
ら
こ
そ
、
暑
い
中
だ

か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
の
熱
意
が
伝

「かがやけ命の行進」総括

22

「かがやけ命の行進」大阪実行委員会の総括
２０１２年８月23日

全日本年金者組合大阪府本部

かがやけ命の行進大阪実行委員会

スタート集会（大阪城公園野外音楽堂2012.5.30)



わ
っ
た
と
思
い
ま
す
」
と
メ
ッ
セ
ー

ジ
さ
れ
、
ま
た
行
進
団
の
訪
問
を

歓
迎
し
て
い
た
だ
い
た
地
方
の
自

治
体
な
ど
の
対
応
な
ど
か
ら
も

「
年
金
者
組
合
の
こ
の
行
動
こ
そ

を
地
方
自
治
体
や
人
々
は
待
っ
て

い
た
」
と
発
言
さ
れ
て
い
ま
す
。

神
奈
川
県
本
部
か
ら
は
「
国
民

の
意
思
を
無
視
し
て
、
年
金
引
き

下
げ
、
消
費
税
増
税
が
強
行
さ
れ

て
い
る
と
き
、
時
宜
を
得
た
取
り

組
み
で
あ
っ
た
。
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

の
決
断
に
敬
意
を
表
し
た
い
」
と

の
意
見
を
頂
い
て
い
ま
す
。
東
京

都
本
部
の
組
合
員
の
方
か
ら
は
、

「
た
ま
た
ま
手
に
入
れ
た
大
阪
の

行
進
ニ
ュ
ー
ス
を
読
ん
だ
。
な
ん

と
画
期
的
な
取
り
組
み
か
、
ニ
ュ
ー

ス
か
ら
沿
道
の
庶
民
の
共
感
と
熱

烈
な
支
持
の
思
い
が
伝
わ
り
涙
が

出
る
ほ
ど
感
激
し
た
」
と
の
電
話

を
頂
き
、
「
行
進
」
終
了
後
「
行

進
は
終
わ
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
の

活
動
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
与
え
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
年
金
者
組
合

の
活
動
に
歴
史
を
つ
く
っ
た
と
思

い
ま
す
」
と
の
お
便
り
も
い
た
だ

き
ま
し
た
。

２
．
「
か
が
や
け
命
の
行
進
」
全

過
程
は
、
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

（
２
０
１
２
年
２
月
16
日
）
で
確

認
さ
れ
た
目
的
・
意
義
（
１
．
悪

政
に
対
す
る
年
金
者
組
合
と
し
て

の
異
議
申
し
立
て
、
抗
議
の
行
動

２
．
悪
政
を
力
を
合
わ
せ
て
変

え
ま
し
ょ
う
と
い
う
年
金
者
組
合

と
し
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
発
信

３
．
高
齢
者
の
諸
要
求
実
現
の
主

体
と
し
て
の
年
金
者
組
合
を
ア
ピ
ー

ル
し
、
20
万
組
合
員
、
「
組
織
強

化
、
拡
大
」
へ
の
貢
献
）
に
そ
っ

て
取
り
組
ま
れ
、
そ
の
課
題
の
多

く
を
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。「

１
．
異
議
申
し
立
て
、
抗
議

の
行
動
」
は
、
ま
ず
大
阪
か
ら
東

京
ま
で
東
海
道
に
沿
っ
て
、
高
齢

者
が
歩
い
て
行
進
す
る
と
い
う
イ

ン
パ
ク
ト
あ
る
行
動
、
伴
走
す
る

宣
伝
カ
ー
か
ら
の
訴
え
、
要
所
要

所
で
の
地
元
組
合
員
参
加
の
デ
モ

行
進
、
各
地
で
の
集
会
、
「
行
進
」

Ｔ
シ
ャ
ツ
の
着
用
、
宣
伝
ビ
ラ
の

配
布
、
そ
し
て
自
治
体
へ
の
要
請

行
動
な
ど
と
し
て
取
り
組
み
ま
し

た
。

決
め
ら
れ
た
期
間
内
の
行
動
で

あ
る
た
め
、
ま
た
各
県
と
の
綿
密

な
打
ち
合
わ
せ
が
難
し
い
こ
と
も

あ
っ
て
、
歩
い
て
の
「
行
進
」
距

離
に
日
に
よ
っ
て
大
き
な
ば
ら
つ

き
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
自
治
体

へ
の
要
請
行
動
は
重
要
な
取
り
組

み
で
し
た
が
、
時
間
的
制
約
の
中

で
多
く
の
自
治
体
を
訪
問
す
る
と

い
う
点
で
は
不
十
分
な
部
分
も
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

「
行
進
」
に
遭
遇
し
た
沿
道
の

市
民
に
は
か
な
り
の
イ
ン
パ
ク
ト

を
与
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い

ま
す
。
広
く
国
民
に
訴
え
る
と
い

う
点
で
は
、
マ
ス
コ
ミ
の
報
道
が

大
き
な
影
響
力
を
発
揮
し
ま
す
が
、

報
道
し
た
の
は
赤
旗
新
聞
、
伊
勢

新
聞
、
京
都
民
報
、
中
日
新
聞
、

新
か
な
が
わ
、
機
関
紙
協
会
・
宣

伝
研
究
な
ど
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

全
国
紙
、
テ
レ
ビ
局
な
ど
で
も
取

り
上
げ
さ
せ
る
た
め
の
取
り
組
み

が
今
後
の
課
題
の
一
つ
だ
と
思
い

ま
す
。
規
模
、
形
態
は
異
な
っ
て

も
、
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
社
会
的

ア
ピ
ー
ル
を
今
後
も
継
続
的
に
実

施
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考

え
ま
す
。

「
２
．
力
を
合
わ
せ
て
変
え
ま

し
ょ
う
と
い
う
年
金
者
組
合
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
発
信
」
は
、
上
記
「
１
．
」

の
行
動
の
中
で
、
限
定
的
で
は
あ

り
ま
す
が
効
果
的
に
行
う
こ
と
が

で
き
た
と
思
い
ま
す
。

永
井
守
彦
行
進
団
長
の
「
手
を

合
わ
す

ご
と
く
黙
礼

す
る
人

の

生
き
し
道
の
り

思
い
は
せ

け
り
」
「
で
き
る
な
ら

共
に
歩

く
（
行
進
）
と

商
店
主

み
ん

な
の
願
い
ぞ

天
ま
で
と
ど
け
」

を
は
じ
め
、
行
進
に
参
加
さ
れ
た

組
合
員
か
ら
の
報
告
（
行
進
Ｆ
Ａ

Ｘ
通
信
）
は
、
沿
道
の
人
々
の
声

援
、
共
感
の
反
応
を
生
き
生
き
と

伝
え
て
い
ま
し
た
。
沿
道
各
県
の

自
治
体
要
請
行
動
、
特
に
三
重
県

亀
山
市
、
鈴
鹿
市
、
朝
日
町
、
桑

名
市
、
愛
知
県
弥
富
市
な
ど
の
、

年
金
切
り
下
げ
な
ど
の
社
会
保
障

切
り
捨
て
、
消
費
増
税
に
よ
る
深

刻
な
影
響
を
う
け
る
地
方
の
自
治

体
当
局
か
ら
の
行
進
団
に
対
す
る

共
感
、
歓
迎
の
応
対
に
、
「
行
進
」

に
取
り
組
ん
で
良
か
っ
た
、
と
の

確
信
を
得
ま
し
た
。

同
時
に
、
こ
の
自
治
体
要
請
訪

問
の
経
験
は
、
「
悪
政
に
苦
し
ん

で
い
る
人
々
、
地
方
の
自
治
体
は

年
金
者
組
合
の
こ
の
よ
う
な
行
動

こ
そ
を
待
っ
て
い
た
」
と
い
う
こ

と
、
全
国
の
地
道
な
「
草
の
根
」

か
ら
の
運
動
こ
そ
が
「
人
間
ら
し

く
暮
ら
せ
る
社
会
に
力
を
合
わ
せ

て
変
え
て
い
こ
う
」
と
い
う
年
金

者
組
合
活
動
の
基
本
の
重
要
な
一

つ
だ
と
い
う
こ
と
を
あ
ら
た
め
て

示
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

「
力
を
合
わ
せ
て
変
え
よ
う
」

と
の
取
り
組
み
で
、
他
団
体
へ
の

協
力
要
請
、
共
同
の
行
動
と
い
う

部
分
で
は
準
備
不
足
、
力
量
不
足

か
ら
不
十
分
で
あ
っ
た
と
い
わ
な

「かがやけ命の行進」総括
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け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
「
年
金
下

げ
る
な
、
消
費
増
税
す
る
な
」
の

要
求
で
、
世
代
間
分
断
攻
撃
を
克

服
し
、
年
金
者
組
合
外
の
団
体
、

個
人
を
含
む
幅
広
い
共
同
行
動
を

追
求
し
、
積
極
的
な
協
力
関
係
を

実
現
す
る
点
で
課
題
が
残
り
ま
し

た
。
大
阪
城
公
園
野
外
音
楽
堂
の

ス
タ
ー
ト
集
会
で
は
、
若
い
世
代

と
の
協
力
、
共
同
の
象
徴
と
し
て
、

若
々
し
い
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
Ａ
Ｍ
Ｏ
に
出
演
し
て
い
た
だ
き
、

ス
タ
ー
ト
集
会
参
加
者
に
元
気
を

与
え
て
く
れ
た
こ
と
は
積
極
的
に

評
価
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
今
後

の
運
動
の
広
が
り
、
発
展
を
め
ざ

す
な
か
で
、
具
体
的
な
手
立
て
を

含
め
て
十
分
検
討
し
、
協
力
、
共

同
行
動
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

「
３
．
年
金
者
組
合
の
組
織
強

化
、
拡
大
へ
の
貢
献
」
は
、
ま
ず

「
行
進
」
が
時
宜
を
得
た
イ
ン
パ

ク
ト
あ
る
画
期
的
な
運
動
と
し
て
、

先
に
述
べ
た
６
月
中
央
委
員
会
で

の
発
言
や
大
阪
実
行
委
員
会
に
伝

え
て
い
た
だ
い
た
全
国
か
ら
の
声

か
ら
も
、
年
金
者
組
合
組
織
、
組

合
員
の
皆
様
に
年
金
者
組
合
運
動

へ
の
確
信
と
元
気
を
与
え
、
励
ま

す
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
思
い
ま

す
。
東
京
都
本
部
江
戸
川
支
部
の

方
か
ら
「
行
進
の
活
動
が
、
知
る

人
に
与
え
た
感
動
は
大
き
な
も
の

と
思
い
ま
す
。
行
進
が
始
ま
り
、

ド
ラ
マ
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
あ
り
、
各

本
部
、
支
部
の
活
動
に
は
ず
み
を

与
え
ま
し
た
ね
」
、
ま
た
千
葉
県

本
部
松
戸
支
部
の
方
は
「
東
京
の

行
進
終
結
集
会
に
参
加
し
て
大
き

な
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
」
な
ど

の
感
想
も
寄
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

自
治
体
へ
の
要
請
行
動
は
、
自

治
体
当
局
に
「
年
金
者
組
合
こ
こ

に
あ
り
」
と
の
存
在
感
を
示
し
、

自
治
体
と
の
つ
な
が
り
が
あ
ま
り

な
か
っ
た
支
部
に
と
っ
て
貴
重
な

経
験
と
な
り
、
「
ま
ち
づ
く
り
」

を
は
じ
め
運
動
の
広
が
り
の
き
っ

か
け
と
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

６
月
中
央
委
員
会
で
福
岡
県
委

員
長
は
「
春
の
拡
大
月
間
を
迎
え

る
に
あ
た
っ
て
の
中
央
本
部
委
員

長
ア
ピ
ー
ル
と
と
も
に
、
『
か
が

や
け
命
の
行
進
』
の
持
つ
意
味
を

つ
か
ん
で
ほ
し
い
」
と
発
言
さ
れ
、

今
私
た
ち
の
直
面
す
る
情
勢
の
な

か
、
何
を
な
す
べ
き
か
、
飛
躍
的

な
運
動
の
発
展
、
そ
れ
を
支
え
る

組
織
強
化
、
拡
大
の
大
切
さ
を
強

調
さ
れ
ま
し
た
。
組
織
拡
大
運
動

に
お
い
て
も
、
「
行
進
」
運
動
に

触
発
さ
れ
て
活
動
に
弾
み
が
つ
き
、

拡
大
運
動
に
貢
献
し
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

た
だ
し
、
こ
の
「
行
進
」
の
全

体
像
、
積
極
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
具

体
的
に
、
各
県
本
部
、
全
国
の
支

部
、
組
合
員
は
も
と
よ
り
、
近
畿

ブ
ロ
ッ
ク
、
大
阪
府
本
部
各
支
部

に
お
い
て
も
、
「
知
ら
せ
る
」
と

い
う

も
重
要
な
と
こ
ろ
で
、
極

め
て
不
十
分
で
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。年

金
者
組
合
の
組
織
・
実
力
・

実
態
か
ら
準
備
期
間
が
少
な
か
っ

た
こ
と
は
明
ら
か
で
す
が
、
「
東

海
道
53
次
」
を
行
進
す
る
と
い
う
、

連
絡
、
確
認
と
い
う
実
務
を
含
め

て
、
大
規
模
で
複
雑
な
多
く
の
課

題
を
こ
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

内
容
か
ら
し
て
、
行
動
決
定
各
級

レ
ベ
ル
の
ス
タ
ッ
フ
間
の
連
携
、

連
絡
、
意
思
疎
通
に
不
十
分
さ
が

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
課
題
は
、
時
間
に
追
わ
れ
て
十

分
集
団
討
議
で
き
ず
、
即
決
、
実

行
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

大
阪
府
本
部
に
お
い
て
も
、

「
行
進
」
は
も
と
よ
り
ス
タ
ー
ト

集
会
の
具
体
的
な
内
容
の
お
知
ら

せ
も
遅
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し

そ
の
よ
う
な
事
情
の
な
か
で
、
ス

タ
ー
ト
集
会
に
約
１
２
０
０
人
余

り
の
参
加
者
を
得
た
こ
と
は
、
そ

の
後
の
「
行
進
」
を
成
功
さ
せ
る

大
き
な
力
に
な
り
ま
し
た
。
近
畿

ブ
ロ
ッ
ク
各
県
本
部
、
支
部
の
役

員
、
組
合
員
の
皆
様
に
感
謝
し
ま

す
。大

阪
府
本
部
実
行
委
員
会
で
は
、

「
行
進
」
開
始
か
ら
終
了
ま
で
行

進
団
か
ら
の
「
行
進
Ｆ
Ａ
Ｘ
通
信
」

を
活
用
し
て
、
１
号
か
ら
１
９
‐

２
号
ま
で
「
輝
け
命
の
行
進
」
ニ
ュ
ー

ス
を
発
行
し
、
府
下
全
支
部
、
全

国
各
県
本
部
に
伝
え
ま
し
た
。
こ

の
ニ
ュ
ー
ス
は
ほ
ぼ
連
日
発
行
さ

れ
、
読
ん
で
い
た
だ
い
た
多
く
の

人
々
か
ら
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。技

術
上
、
体
制
上
の
不
備
か
ら

す
べ
て
の
各
県
本
部
に
送
付
で
き

な
か
っ
た
点
は
残
念
で
し
た
。
し

た
が
っ
て
、
全
国
レ
ベ
ル
で
み
る

と
、
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
読
ん
で
い

た
だ
い
た
支
部
役
員
、
組
合
員
は

か
な
り
限
ら
れ
た
数
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
ま
す
。
中
央
本
部
と
の
連

携
が
こ
の
点
で
不
足
し
て
い
た
こ

と
が
大
き
な
反
省
点
で
す
。

「かがやけ命の行進」総括
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報告集会で紹介される行進団
（日比谷野外音楽堂2012.6.20）
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1200人の仲間が激励に集結

大阪（ 5 /30 ）から東京（ 6/20）へ

「輝け命の行進｣ニュース

2012.5.30 行進1日目

№1
全日本年金者組合近畿ブロック
「輝け命の行進 ｣大阪実行委員会
大阪年金者組合内℡06-6354-7207

年金下げるな! 消費税上げるな!

5月30日、「命の行進スタート集会」会場の

大阪城野外音楽堂には、開会前からオレンジ色

のTシャツを着た組合員や他団体の仲間1200

人が続々と詰めかけました。

「年金下げるな、消費税上げるな」「暮らし・

商売を直撃する税と社会保障の一体改革反対」

を掲げて全日本年金者組合が初めて取り組む

「輝け命の行進」。近畿ブロック女性部の「シ

ワ波五人女」のエールやサックス演奏、若者の

ダンスパフォーマンスなどで、大阪から東京へ

向けて出発する行進団を大きく激励しました。

高齢者の底力見せつける!

行進団が
元気に出発!

「命の行進」 ス タ ― ト

かがやいて生きよう

3000万人の高齢者へ

かがやいていますか あなた

今日スタート「輝け命の行進」

大阪城野外音楽堂

全日本年金者組合の全国が目

を注ぐ

近畿ブロックのかがやき

としより金持ちと

「逃げ切り族」などという罵

詈雑言

いたずらに世代間格差をあおり

分断を策す 富者のおごり

高齢者の尊厳をかけて

立ち上がろう

3000万人のパワー

100万人を超す無年金者

老齢基礎年金のみ860万人

40年払い続けて満額たった

65000円の国民年金

生活保護 その43%は高

齢者ではないか

さらに引き下げろと

アホぬかせ

立ち上がろう

年金者組合とともに

たとえ亡者となっても

三途の川を渡らずにとど

まれ

怨霊となって

為政者 富者の仮面を剥

ぎ取り叩きつぶせ

私たちは願う

少年に夢を 青年に雇

用を 障害者に光を

高齢者に安心を

3000万人の高齢者よ

歩もう 99%の国民とと

もに

「すばらしいことをしていますね。私も
年金者組合に入りたい」と加入

スタート集会後、大阪城公園の中は参加者が大

きな隊列で歩き、通し行進団と守口まで歩く仲間

を見送りました。枚方を通行中、家の前を行進が

通るのを見て、「すばらしいことをしていますね。

もっと宣伝して、みんなに知ってもらわなければ」

「いっしょにがんばりたい」とその場で加入され

ました。永井団長は、「この日、一番うれしい報

告です」とFAX通信を入れてくれました。

2012年5月30日
出発の朝 永井守彦
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大阪（ 5 /30 ）から東京（6/20）へ

「輝け命の行進｣ニュース

2012.6.6 行進8日目

№6
全日本年金者組合近畿ブロック

「輝け命の行進 ｣大阪実行委員会
大阪年金者組合内℡06-6354-7207

どこでも自治体が歓迎と激励

今日訪問した自治体（四日

市市、川越町、朝日町、桑名

市） では、すべて丁寧な対

応でした。唯一トップが顔を

出してくれた朝日町の田代兼

二朗町長は、「国の言う『税

と社会保障の一体改革』など

5日、四日市市役所、川越町役場、朝日町役場、桑名市役所を訪問

16:30 桑名市役所に行進団が10数名で

到着したとき、すでに玄関前には約20人の

職員が出迎え。保健福祉部長が歓迎あいさ

つされるころには、約50人にふくれあがる。

「『税と社会保障の一体改革』などと言い

ますが、市民からみれば歓迎することはな

い」と国政に対する批判的なあいさつ。く

れぐれも身体に気をつけてください」と。

永井団長も返礼のあいさつ。50人規模の出

迎えに行進団全員、感動。

6月5日（火）10:00追分駅出発→12:00四日市市役所

→15:00富田→15:30朝日町役場→17:00桑名市役所

楽しみ７分、活動３分の年金者組合。このたびの企画は

自分も好きな歩くことで年金者組合をアピールできる。こ

れならできるかもと3日間の参加。一番の不安は現地に到

着できるかでしたが無事到着。人生の先輩の方たちとの行

進は旧東街道の宿場町を楽しく、雨も降らず、快適な行進

日和。地元の年金者組合の人たちにも歓迎され、とても嬉

しかったです。鈴鹿市は非核宣言都市。通し行進の方、ま

だまだ先が長いので、身体に気をつけて東京までGO! GO!

4日、鈴鹿市役所で手厚いもてなしを受ける行進団

田
代
兼

二
朗
・

朝
日

町
長
と
永
井

団
長

部長先頭に職員50人が出迎え
6月5日 桑名市役所

本当に感激

しました!

朝日町長が1万円カンパ
といっても、眉に唾をつけ

て聞かないかん。後期高齢

者医療制度のとき委員だっ

たので反対の意見を表明し

たら、議論が一時ストップ

した」など披瀝しました。

首長としても、自治体とし

てもはじめての募金に感激。

3日間のリレー行進に参加 兵庫・桝上政子さん

歩くことで年金者組合をアピール



１
．
は
じ
め
に

「
ま
ち
か
ら
む
ら
か
ら
ひ
と
り

ぼ
っ
ち
の
高
齢
者
を
な
く
そ
う
」

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
１
９
８

７
年
第
１
回
日
本
高
齢
者
大
会
か

ら
一
貫
し
て
掲
げ
ら
れ
て
き
ま
し

た
が
、
様
々
な
理
由
で
と
も
す
れ

ば
ス
ロ
ー
ガ
ン
倒
れ
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。

し
か
し
、
高
齢
者
人
口
の
増
大
、

貧
困
と
格
差
の
拡
大
、
孤
立
化
な

ど
高
齢
者
を
と
り
ま
く
情
勢
が
厳

し
さ
を
増
す
な
か
で
、
高
齢
者
へ

の
支
援
活
動
は
「
待
っ
た
な
し
」

の
状
況
と
な
り
、
民
医
連
や
医
療

福
祉
生
協
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
よ
る

配
食
サ
ー
ビ
ス
や
地
域
見
回
り
運

動
、
市
町
村
に
お
け
る
高
齢
者
支

援
施
策
の
強
化
、
ま
た
年
金
者
組

合
支
部
と
他
団
体
と
の
共
同
の
取

り
組
み
と
し
て
、
文
化
祭
・
レ
ク

レ
ー
シ
ョ
ン
、
ハ
イ
キ
ン
グ
・
旅

行
・
お
し
ゃ
べ
り
会
と
た
ま
り
場

の
確
保
、
高
齢
者
バ
ス
の
拡
充
な

ど
、
地
域
に
根
差
し
た
新
た
な
運

動
が
少
し
ず
つ
広
が
り
は
じ
め
て

い
ま
す
。

先
の
日
本
高
齢
者
大
会
・
三
重

大
会
で
も
「
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
高

齢
者
を
な
く
す
運
動
」
は
着
実
に

前
進
し
て
お
り
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
・
板
垣
淑
子
さ
ん
の
記
念
講

演
「
老
人
漂
流
社
会
」
と
も
相
ま
っ

て
全
国
的
に
関
心
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

こ
う
し
た
情
勢
を
踏
ま
え
、
大

阪
府
本
部
と
し
て
も
と
り
く
み
の

具
体
化
を
図
る
こ
と
と
し
ま
す
。

２
．
全
日
本
年
金
者
組
合
の
方
針

全
日
本
年
金
者
組
合
は
、
２
０

１
０
年
か
ら
「
ま
ち
づ
く
り
運
動
」

を
提
起
し
ま
し
た
。
２
０
１
３
・

１
４
年
度
運
動
方
針
で
は
次
の
よ

う
に
位
置
付
け
説
明
し
て
い
ま
す
。

第
21
回
定
期
大
会
の
意
義
と
任

務
４
項
に
「
地
域
の
住
民
要
求
に

応
え
る
運
動
を
支
部
活
動
の
基
本

に
す
え
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
、
文
化
・
サ
ー

ク
ル
活
動
、
生
活
支
援
・
助
け
合

い
活
動
を
強
化
、
学
習
を
深
め
支

部
の
底
力
を
つ
け
、
地
域
か
ら
情

勢
を
変
え
る
運
動
の
発
展
を
図
り

ま
す
。
」
と
、
ま
ち
づ
く
り
運
動

の
重
要
性
を
位
置
付
け
、
要
求
実

現
の
運
動
の
項
で
生
活
支
援
・
ま

ち
づ
く
り
運
動
の
推
進
に
つ
い
て

「
①
県
本
部
・
支
部
は
、
地
域
の

高
齢
者
の
状
況
や
地
域
の
実
態
の

把
握
に
努
め
、
地
域
住
民
・
高
齢

者
の
要
求
に
応
え
る
『
ま
ち
づ
く

り
政
策
』
を
作
成
、
支
部
の
活
動

の
基
本
に
据
え
ま
す
。
②
中
央
本

部
・
県
本
部
は
、
『
独
居
マ
ッ
プ
』

づ
く
り
、
街
路
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

や
路
線
バ
ス
の
運
行
状
況
の
チ
ェ
ッ

ク
、
福
祉
バ
ス
運
行
・
敬
老
パ
ス

発
行
要
求
、
共
同
墓
所
・
葬
儀
の

と
り
く
み
、
介
護
利
用
負
担
軽
減

要
求
の
自
治
体
交
渉
な
ど
な
ど
、

優
れ
た
実
践
の
交
流
・
普
及
に
つ

と
め
ま
す
。
③
支
部
事
務
所
、
地

域
の
た
ま
り
場
づ
く
り
を
す
す
め

ま
す
。
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

３
．
大
阪
に
お
け
る
と
り
く
み

年
金
者
組
合
が
か
か
わ
る
大
阪

に
お
け
る
運
動
は
、
高
槻
、
茨
木
、

枚
方
で
「
豊
か
な
高
齢
期
を
つ
く

る
○
○
の
会
」
が
組
織
さ
れ
、
年
々

活
動
が
広
が
り
、
他
市
で
も
ま
ち

づ
く
り
に
関
わ
っ
て
年
金
者
組
合

の
位
置
と
役
割
も
次
第
に
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
橋
下
大
阪
市
長

に
よ
る
市
民
生
活
破
壊
、
公
共
交

通
民
営
化
な
ど
の
攻
撃
に
反
撃
す

る
闘
い
が
全
市
的
に
広
が
り
、
地

域
ご
と
の
共
同
組
織
に
発
展
し
て

い
る
と
こ
ろ
や
、
各
市
政
・
区
政

チ
ェ
ッ
ク
な
ど
の
新
た
な
運
動
も

は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
。
府
内
各
市

生活支援・まちづくり運動
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生活支援・まちづくり運動について

年金者組合大阪府本部

まちづくり委員会

「安心して暮らし続けられるまちづくり」について話し合っ

た日本高齢者大会



で
も
地
域
要
求
に
も
と
づ
く
、
対

市
要
求
と
交
渉
が
行
わ
れ
、
高
槻

市
で
の
福
祉
バ
ス
の
拡
充
、
堺
市

で
の
「
お
出
か
け
応
援
バ
ス
」
拡

充
な
ど
成
果
を
勝
ち
取
っ
て
い
ま

す
。こ

れ
ら
は
貴
重
な
成
果
で
す
が
、

高
齢
者
を
と
り
ま
く
劣
悪
な
状
況

か
ら
す
れ
ば
多
く
の
課
題
が
山
積

し
て
い
る
と
言
わ
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。ま

ち
づ
く
り
運
動
は
、
年
金
者

組
合
員
だ
け
の
狭
い
運
動
で
な
く
、

何
よ
り
も
地
域
に
目
を
向
け
、
高

齢
者
を
は
じ
め
多
く
の
住
民
の
要

求
や
願
い
を
実
現
す
る
活
動
で
す
。

こ
の
運
動
を
す
す
め
て
こ
そ
、
地

域
に
根
を
張
っ
た
高
齢
者
運
動
を

発
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
あ
ら
た
め

て
こ
の
運
動
の
意
義
を
つ
か
み
、

支
部
と
し
て
の
具
体
化
を
図
り
ま

し
ょ
う
。

４
．
府
本
部
と
し
て
の
と
り
く
み

の
具
体
化

①
ま
ち
づ
く
り
運
動
に
つ
い
て

実
態
把
握
と
意
識
調
査
の
ア
ン
ケ
ー

ト
ま
ち
づ
く
り
運
動
を
す
す
め
る

に
あ
た
っ
て
大
事
だ
と
思
わ
れ
る

こ
と
は
、
第
1
に
今
、
各
地
域
で

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ

て
い
る
の
か
実
態
を
把
握
す
る
こ

と
、
第
2
に
、
地
域
の
高
齢
者
が

ま
ち
づ
く
り
に
か
か
わ
っ
て
ど
の

よ
う
な
要
求
を
持
っ
て
い
る
の
か

を
つ
か
む
こ
と
、
第
3
に
、
要
求

実
現
に
向
け
て
、
地
域
の
共
同
組

織
の
立
ち
上
げ
な
ど
運
動
化
を
図

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
当
面
、
各
支
部
や
医
療

福
祉
生
協
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
地
域
で
と

り
く
ん
で
い
る
実
態
や
ま
ち
づ
く

り
運
動
へ
の
意
識
を
把
握
す
る
た

め
、
別
紙
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
い
ま
す
。

②
ア
ン
ケ
ー
ト
を
分
析
し
な
が

ら
、
今
後
の
取
り
組
み
方
針
の
具

体
化
を
図
る
た
め
、
各
支
部
ご
と

に
と
り
く
み
課
題
の
設
定
と
要
求

の
具
体
化
、
共
同
組
織
の
結
成
、

対
市
要
求
書
の
提
出
、
宣
伝
や
署

名
行
動
計
画
な
ど
を
作
成
し
ま
す
。

そ
の
た
め
全
支
部
に
「
ま
ち
づ
く

り
担
当
」
を
置
く
よ
う
に
要
請
し

ま
す
。

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
の
運
動
を

す
す
め
る
に
は
、
地
方
自
治
研
活

動
の
よ
う
に
「
研
究
・
学
習
・
討

論
」
が
不
可
欠
で
す
。
そ
こ
で
府

本
部
の
も
と
に
「
ま
ち
づ
く
り
委

員
会
」
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、

府
本
部
主
催
の
交
流
会
を
開
催
し

ま
す
。

「
府
本
部
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」

の
構
成
員
（
メ
ン
バ
ー
）
は
、
府

本
部
役
員
と
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
（
1

名
以
上
）
、
茨
木
・
高
槻
・
枚
方

の
代
表
で
組
織
し
ま
す
。

府
本
部
役
員
は
当
面
、
◎
長
坂
、

村
崎
、
加
納
、
池
尾
と
し
ま
す
。

③
こ
の
運
動
を
府
内
に
広
げ
る

た
め
に
は
、
年
金
者
組
合
を
超
え

て
他
団
体
と
の
共
同
が
不
可
欠
で

す
。
新
婦
人
や
生
健
会
な
ど
い
わ

ゆ
る
民
主
団
体
は
も
と
よ
り
、
す

べ
て
の
医
療
福
祉
生
協
や
、
老
人

ク
ラ
ブ
、
高
齢
者
の
あ
ら
ゆ
る
生

活
支
援
を
行
っ
て
い
る
非
営
利
団

体
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
交
流
な
ど
を
視
野

に
入
れ
て
運
動
を
取
り
組
み
ま
す
。

④
当
面
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
・

分
析
に
も
と
づ
く
問
題
意
識
の
共

有
を
図
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
第

18
回
大
阪
高
齢
者
集
会
《
11
月
28

日
（
木
）
府
立
労
働
セ
ン
タ
ー
》

で
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
発
表
で
き

る
よ
う
と
り
く
み
を
図
り
ま
す
。

⑤
こ
の
方
針
に
つ
い
て
、
９
月

24
日
の
執
行
委
員
会
で
決
定
し
、

10
月
8
日
の
ブ
ロ
ッ
ク
支
部
代
表

者
会
議
で
説
明
し
、
ブ
ロ
ッ
ク
か

ら
の
委
員
を
選
出
し
て
い
た
だ
く

よ
う
要
請
し
ま
す
。

⑥
そ
の
上
で
、
「
大
阪
年
金
者

組
合
生
活
支
援
・
ま
ち
づ
く
り
委

員
会
」
の
第
一
回
目
の
会
議
を
10

月
25
日
（
金
）
午
前
10
時
か
ら
、

年
金
者
組
合
会
議
室
で
開
催
す
る

こ
と
と
し
ま
す
。

（
２
０
１
３
年
９
月
24
日
）

生活支援・まちづくり運動

28

日
本
高
齢
者
大
会
大
阪
代
表
団

（
２
０
１
３
・
９
三
重
）
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中之島宣言

生まれる瞬間から

寄る辺のない赤ちゃんがいる

児童虐待

奪われるいたいけな命

消えた３３５人もの子ども

３万人を超える自殺者

５００人を超える熱中症死

所在不明の高齢者

引き取り手の無い遺骨

ズタズタに引き裂かれた絆

ダブルワーク トリプルワーク

働きまくっても

ワーキングプアー

「恐竜」資本主義はのたうちながら

なお肥え太っていく

「姥捨て山」医療の

介護保険の

年金切り下げのと

とどまるところがなく

襲いかかる悪政

押し返そう 怒りを力に

一歩 そして次の一歩へ

私たちは要求する

年金下げるな 引き上げよ

今こそ最低保障年金制度を

無年金者・低年金者に

国庫負担分3万３千円を支給せよ

看板変えても「姥捨て」医療 廃止せよ

国保料下げろ 命けずる国保広域化反対

いつでもどこでも誰でも必要な介護を

ＴＰＰ反対 農林漁業守り自給率上げろ

働きたい者に就労の保障を

なくせ 格差・貧困・ワーキングプアー

大企業は巨額の内部留保を吐き出せ

消費税増税は許さん

沖縄から日本から 米軍基地を撤去せよ

２０１１年２月１７日

この怒りとどろけ 後期高齢者怒りの決起集会
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怒りの年金者一揆２０１３宣言

１０月１日、年金２．５％切り下げの第一弾が実施されました。同じ日、追いかけるよう

に安倍首相は、来年４月に消費税率８％に引き上げることを決めました。これらの決定は、

一片の道理もなく不当極まりないもので絶対許せません。

１０年も前の消費税物価指数と比べて年金を払いすぎているから切り下げるなど、適用す

ることでしようか。今、円安など輸入食品やガソリン代などが値上げされ、介護・国保の保

険料や電気・ガスなど生活に欠かせないものの値上げも相次いでいます。年金を切り下げる

理由はありません。この年金切り下げのあとには、連続的に年金を削減する「マクロ経済ス

ライド」の発動、年金課税の強化、年金支給年齢の引き上げなどの改悪が検討されています。

わたしたちは、この年金切り下げを絶対に認められません。

若者たちの暮らしも大変です。非正規雇用で社会保険にも入れず、毎日の暮らしに追われ

ています。この人たちの老後はどうなるのでしょう。私たちは全ての世代と連帯し、誰もが

安心して老後を迎えることのできる年金制度を築き、手渡すために全力をあげます。

「財政再建」「社会保障」を口実に消費税増税を決めたものの、その実態は、年金切り下

げ、医療・介護など社会保障の大改悪であり、大企業へのばらまき施策と減税に６兆円の大

盤振る舞いです。憲法改悪、集団的自衛権、秘密保護法、ＴＰＰ加入促進など、戦争とアメ

リカ追従を深め、国民の生きる糧を削減するアベノミクスをこれ以上許すことはできません。

私たちは、声を大にして叫びます。

年金下げるな

最低保障年金制度をつくれ

原発ゼロ 再稼動許すな

憲法改悪は許さない

私たち年金者組合は、３０００万高齢者の切実な思いをにない、全国１０万人の不服審査

請求運動と「仲間づくり月間」を成功させ、仲間の輪をひろげながら闘うことを、怒りを込

めて宣言します。

２０１３年１０月２２日

全日本年金者組合大阪府本部

１０・２２怒りの年金者一揆inおおさか



小西　康英 茨木 中谷　恒男 大和郡山 中谷　恒男 大和郡山 執 行 委 員 長

澤田　慎雄 寝屋川 川崎　常次 旭 川崎　常次 旭 副執行委員長

平岡　豊彬 川西 小西　康英 茨木 小西　康英 茨木

宮本　和雄 東淀川 澤田　慎雄 寝屋川 澤田　慎雄 寝屋川

山下　富治 吹田 平岡　豊彬 川西 平岡　豊彬 川西

稲生　亨 住吉 宮本　和雄 東淀川 宮本　和雄 東淀川

山下　富治 吹田 山下　富治 吹田

若松　秀 東大阪 若松　秀 東大阪 若松　秀 東大阪 書 記 長

高倉　昌治 大和高田 高倉　昌治 大和高田 書 記 次 長

野村　利之 交野 野村　利之 交野

新　　幹生 茨木

吉田　菊次郎 高槻 稲生　亨 住吉 執 行 委 員

山本　健一 茨木 上田　徳兵衛 中央

掛川　遼 豊中 金井　良助 堺

吉村　浄信 枚方 掛川　遼 豊中

若津　博一 守口 川村　博 東大阪

佐々木　芳春 門真 黒島　直哲 八尾

田中　英一 寝屋川 治部　康利 淀川

田房　秀康 四条畷 田中　良一 北

川村　博 東大阪 高田　耕吉 熊取

黒島　直哲 八尾 西浦　茂 旭

吉川　英雄 松原 福井　次郎 岸和田

藤林　光男 藤井寺 藤林　光男 藤井寺

岸野　安充 阪南 松谷　好一 吹田

島尾　美一 堺 向　　武雄 西淀川

林　林之助 西淀川 本松　清 大津

治部　康利 淀川 山田　二男 堺

西浦　茂 旭 山本　健一 茨木

真田　武 城東 吉田　菊次郎 高槻

高田　耕吉 熊取

田中　良一 北

上田　徳兵衛 中央

田中　一雄 浪速

杉谷　隆志 平野

橋本　光栄 東住吉

　　歴代府本部役員名簿（1989年～2014年）

１９９２年 １９９１年 １９８９・１９９０年

役員名簿
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若松　秀 東大阪 若松　秀 東大阪 小西　康英 茨木 執 行 委 員 長

稲生　亨 住吉 澤田　慎雄 寝屋川 澤田　慎雄 寝屋川 副 執 行 委 員 長

島尾　美一 堺 平岡　豊彬 淀川東淀川 平岡　豊彬 川西

高岡　正喜 西淀川 宮本　和雄 淀川東淀川 宮本　和雄 東淀川

平岡　豊彬 淀川東淀川 山下　富治 吹田摂津 山下　富治 吹田

漁　　かね子 浪速 稲生　亨 住吉 稲生　亨 住吉

西田　ミチ子 西淀川

新　　幹生 茨木 新　　幹生 茨木 若松　秀 東大阪 書 記 長

伊藤　起好 淀川東淀川 高倉　昌治 大和高田 高倉　昌治 大和高田 書 記 次 長

高倉　昌治 南大阪 吉川　英雄 松原 新　　幹生 茨木

伊藤　起好 淀川東淀川

竹中　良輝 豊能 吉田　菊次郎 高槻 執 行 委 員

芦川　清治 高槻島本 山本　健一 茨木

吉村　浄信 枚方 掛川　遼 豊中

若津　博一 守口 吉村　浄信 枚方

佐々木　芳春 門真 若津　博一 守口

安富　実 寝屋川 佐々木　芳春 門真

田房　秀康 四条畷 田中　英一 寝屋川

川村　博 東大阪 田房　秀康 四条畷

川口　武 八尾柏原 福井　一美 交野

藤林　光男 藤井寺 川村　博 東大阪

岸野　安充 阪南 黒島　直哲 八尾

田井　俊三 堺 吉川　英雄 松原

福井　一美 交野 藤林　光男 藤井寺

林　林之助 西淀川 岸野　安充 阪南

治部　康利 淀川 島尾　美一 堺

西浦　茂 都島 林　林之助 西淀川

真田　武 城北 治部　康利 淀川

武田　和夫 此花 西浦　茂 旭

佐谷　史郎　 北 真田　武 城東

上田　徳兵衛 中央 高田　耕吉 熊取

田中　一雄 浪速 佐谷　史郎　 北

岩本　甚一 平野 上田　徳兵衛 中央

橋本　光栄 東住吉 田中　一雄 浪速

中原　充雄　 住吉 岩本　甚一 平野

荻田　稔 生野 橋本　光栄 東住吉

長野　一 住之江 荻田　稔 生野

山田　重利 西成 山田　二男 堺

熱田　操 住吉

磯海　瑠美子 枚方

早川　誠亮 茨木

１９９５年 １９９４年 １９９３年

役員名簿
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若松　秀 東大阪 若松　秀 東大阪 若松　秀 東大阪 執 行 委 員 長

稲生　亨 住吉 稲生　亨 住吉 稲生　亨 住吉 副 執 行 委 員 長

漁　　かね子 浪速 漁　　かね子 浪速 島尾　美一 堺

吉川　英雄 松原 吉川　英雄 松原 高岡　正喜 西淀川

高岡　正喜 西淀川 高岡　正喜 西淀川 平岡　豊彬 淀川東淀川

漁　　かね子 浪速

新　　幹生 茨木 新　　幹生 茨木 新　　幹生 茨木 書 記 長

伊藤　起好 淀川東淀川 伊藤　起好 淀川東淀川 高倉　昌治 南大阪 書 記 次 長

吉川　英雄 松原

伊藤　起好 淀川東淀川

岩本　甚一 平野 岩本　甚一 平野 常 任 執 行 委 員

富永　寿 河南 富永　寿 河南

川口　武 八尾柏原 吉村　浄信 枚方

上田　トミエ 城東 岩本　甚一 平野 執 行 委 員

大丸　力 堺 上田　トミエ 城東

岸野　安充 阪南 川口　武 八尾柏原

窪田　勇夫 河南 岸野　安充 阪南

佐谷　史郎　 北 佐谷　史郎　 北

関　　勝久 池田 関　　勝久 池田

高田　耕吉 此花 高田　耕吉 此花

久末　道子 高山　アサ子 堺

福浦　恒夫 富永　寿 河南

安田　正人 福浦　恒夫

吉村　浄信 枚方 吉村　浄信 枚方

若津　静江 守口 若津　博一 守口

若津　博一 守口

安富　実

１９９６年

３６名

１９９８年 １９９７年

若松　秀 東 大 阪 若松　秀 東 大 阪 若松　秀 東 大 阪 執 行 委 員 長

稲生　亨 住 吉 稲生　亨 住 吉 稲生　亨 住 吉 副 執 行 委 員 長

漁　　かね子 浪 速 漁　　かね子 浪 速 島尾　美一 堺

吉川　英雄 松 原 吉川　英雄 松 原 高岡　正喜 西淀川

高岡　正喜 西淀川 高岡　正喜 西淀川 平岡　豊彬 淀川東淀川

漁　　かね子 浪 速

新　　幹生 茨 木 新　　幹生 茨 木 新　　幹生 茨 木 書 記 長

伊藤　起好 淀川東淀川 伊藤　起好 淀川東淀川 高倉　昌治 南 大 阪 書 記 次 長

吉川　英雄 松 原

伊藤　起好 淀川東淀川

岩本　甚一 平 野 岩本　甚一 平 野 執 行 委 員

富永　寿 河 南 上田　トミエ 城 東

川口　武 八 尾 柏 原 川口　武 八 尾 柏 原

上田　トミエ 城 東 岸野　安充 阪 南

大丸　力 堺 佐谷　史郎　 北

岸野　安充 阪 南 関　　勝久 池 田

窪田　勇夫 河 南 高田　耕吉 此 花

佐谷　史郎　 北 高山　アサ子 堺

関　　勝久 池 田 富永　寿 河 南

高田　耕吉 此 花 福浦　恒夫

久末　道子 吉村　浄信 枚 方

福浦　恒夫 若津　博一 守 口

安田　正人

吉村　浄信 枚 方

若津　静江 守 口

若津　博一 守 口

安富　実

１９９７年 １９９６年１９９８年

役員名簿
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富永　寿 河南 若松　秀 東大阪 若松　秀 東大阪 執 行 委 員 長

漁　　かね子 浪速 漁　　かね子 浪速 漁　　かね子 浪速 副 執 行 委 員 長

吉村　浄信 枚方 富永　寿 河南 吉川　英雄 松原

川口　武 八尾柏原 吉村　浄信 枚方 富永　寿 河南

穴井　重徳 堺 吉村　浄信 枚方

松井　幹治 岸和田 稲生　亨 住吉 稲生　亨 住吉 書 記 長

伊藤　起好 淀川東淀川 伊藤　起好 淀川東淀川 伊藤　起好 淀川東淀川 書 記 次 長

中矢　道一 吹田 松井　幹治 岸和田 松井　幹治 岸和田

若津　博一 守口 芦川　清治 高槻島本 関　　勝久 豊能 執 行 委 員

上田　トミエ 城東 中矢　道一 吹田 芦川　清治 高槻島本

高山　アサ子 堺 安富　実 寝屋川 安富　実 寝屋川

船井　喜美代 都島 若津　博一 守口 若津　博一 守口

垣内　健 住之江 川口　武 八尾柏原 川口　武 八尾柏原

桐村　弘 高槻島本 窪田　勇夫 河南 窪田　勇夫 河南

窪田　勇夫 河南 辻　　宣利 堺 服部　博 堺

小島　勝 東大阪 佐谷　史郎　 北 佐谷　史郎　 北

坂口　玉之助 羽曳野 高田　耕吉 此花 林　林之助 西淀川

佐谷　史郎　 北 岩本　甚一 平野 岩本　甚一 平野

杉澤　留吉 枚方 上田　トミエ 城東 垣内　健 住之江

高田　耕吉 此花 高山　アサ子 堺 上田　トミエ 城東

辻　　宣利 堺 船井　喜美代 都島 高山　アサ子 堺

小川　和治 和泉 垣内　健 住之江 久末　道子 枚方

高田　耕吉 此花

２００１年 ２０００年 １９９９年

役員名簿
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２
・
５
%
年
金
削
減
異
議
あ
り
！

行
政
不
服
審
査
請
求
運
動
の
中

間
総
括全

日
本
年
金
者
組
合

大
阪
府
本
部

１
．
総
論

２
・
５
％
年
金
削
減
に
行
政

不
服
審
査
請
求
運
動
で
闘
お
う
、

全
国
で
10
万
人
の
不
服
審
査
請

求
を
！
と
決
定
し
た
の
は
、
２

０
１
２
年
12
月
の
第
29
回
中
央

委
員
会
で
し
た
。

全
国
一
斉
提
出
日
の
２
０
１

４
年
１
月
31
日
、
全
国
で
12
万

４
２
１
７
人
、
大
阪
府
本
部
で

１
万
１
７
４
人
、

終
提
出
の

２
月
６
日
で
は
、
全
国
12
万
６

千
人
、
大
阪
１
万
２
２
８
人
に

達
し
ま
し
た
。
ま
さ
に
日
本
の

社
会
保
障
運
動
史
に
刻
ま
れ
る

歴
史
的
な
大
運
動
と
な
り
ま
し

た
。昨

年
12
月
10
日
前
後
、
日
本

年
金
機
構
か
ら
減
額
の
改
定
通

知
書
が
届
い
て
事
実
上
の
不
服

審
査
請
求
の
書
き
込
み
が
ス
タ
ー

大阪府庁記者クラブで会見する永井委

員長（右から２人目）、加納書記長

（その左）ら府本部三役

高齢者の悲鳴が聞こえるか!

年金の2・5％引き下げに怒り

歴史的な行政不服審査請求運動

全国12万6千、大阪1万228人提出



小川　和治 和泉 富永　寿 河南 富永　寿 河南 執 行 委 員 長

伊藤　起好 淀川東淀川 伊藤　起好 淀川東淀川 伊藤　起好 淀川東淀川 副 執 行 委 員長

高田　耕吉 此花 高田　耕吉 此花 川口　武 八尾柏原

高山　アサ子 堺 高山　アサ子 堺 高山　アサ子 堺

杉澤　留吉 枚方 小川　和治 和泉 小川　和治 和泉

松井　幹治 岸和田 松井　幹治 岸和田 松井　幹治 岸和田 書 記 長

垣内　健 住之江 垣内　健 住之江 垣内　健 住之江 書 記 次 長

中矢　道一 吹田 中矢　道一 吹田 中矢　道一 吹田

米田　健治 守口 杉澤　留吉 枚方 杉澤　留吉 枚方 執 行 委 員

上田　トミエ 城東 上田　トミエ 城東 上田　トミエ 城東

佐々木　能夫 河内長野 佐々木　能夫 河内長野 川田　五郎 堺

尾添　晴子 茨木 荒木　章 住吉 桐村　弘 高槻島本

窪田　勇夫 河南 桐村　弘 高槻島本 窪田　勇夫 河南

小島　勝 東大阪 窪田　勇夫 河南 小島　勝 東大阪

田岡　良勝 門真 小島　勝 東大阪 坂口　玉之助 羽曳野

高橋　宏 堺 坂口　玉之助 羽曳野 佐々木　能夫 河内長野

中川　五十次 岸和田 立石　泰雄 住吉 高田　耕吉 此花

久末　道子 枚方 高橋　宏 堺 辻　　宣利 堺

廣田　三希子　 吹田 辻　　宣利 堺 東新　栄助 住吉

船井　喜美代 都島 久末　道子 枚方 久末　道子 枚方

宮沢　武夫 藤井寺 廣田　三希子　 吹田 廣田　三希子　 吹田

元橋　明司 羽曳野 船井　喜美代 都島 船井　喜美代 都島

桑原　稔 住吉 宮沢　武夫 藤井寺 宮沢　武夫 藤井寺

米田　健治 守口

２００４年 ２００３年 ２００２年

役員名簿
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ト
し
た
と
い
っ
て
い
い
で
し
ょ

う
。
提
出
日
１
月
31
日
ま
で
わ

ず
か
一
月
半
余
り
、
氏
名
、
住

所
、
電
話
番
号
、
生
年
月
日
、

基
礎
年
金
番
号
の
記
入
さ
ら
に

押
印
と
、
労
力
と
手
間
、
気
遣

い
と
信
頼
関
係
が
欠
か
せ
な
い

大
変
な
作
業
で
す
。

年
金
受
給
者
の
年
金
削
減
へ

の
悲
鳴
に
近
い
訴
え
、
怒
り
を
、

目
標
１
万
人
達
成
で
示
さ
ね
ば
、

と
の
府
本
部
、
支
部
役
員
、
組

合
員
の
熱
い
思
い
が
、
１
万
人

を
達
成
さ
せ
ま
し
た
。

12
月
の
支
部
代
表
者
会
議
で
、

平
野
支
部
、
阿
倍
野
支
部
、
西

成
支
部
な
ど
が
「
必
ず
組
合
員

数
１
０
０
％
達
成
で
き
る
、
達

成
す
る
」
と
、
運
動
へ
の
確
信

を
発
言
し
、
励
ま
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

１
月
９
日
現
在
で
３
２
３
６

人
、
阪
南
支
部
、
岸
和
田
支
部
、

泉
大
津
忠
岡
支
部
、
富
田
林
支

部
な
ど
次
々
と
１
０
０
％
で
き

る
！
と
の
報
告
が
入
り
ま
し
た
。

19
日
、
６
１
６
８
人
…
。
連

日
連
夜
、
集
め
て
こ
ら
れ
る
支

部
役
員
、
組
合
員
の
誠
実
な
思

い
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き

ま
し
た
。

毎
日
報
告
で
、
本
部
、
各
支

部
相
互
に
リ
ア
ル
に
運
動
の
進

展
が
わ
か
り
、
励
ま
し
あ
え
た

こ
と
は
大
き
な
効
果
を
発
揮
し

た
と
思
い
ま
す
。
本
部
に
届
け

ら
れ
た
審
査
請
求
書
の
ご
く
一

部
を
紹
介
し
ま
す
。

「
少
な
い
年
金
か
ら
介
護
保

険
料
を
引
か
れ
、
手
元
に
来
る

の
は
わ
ず
か
な
金
額
で
す
が
、

何
と
か
や
り
く
り
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
以
上
下
げ
ら
れ
る
と
他
府



永 井 　 守 彦 八 尾 柏 原 松 井 　 幹 治 岸 和 田 松 井 　 幹 治 岸 和 田 執 行 委 員 長

松 井 　 幹 治 岸 和 田 藤 田 　 拡 箕 面 坂 口 　 延 宏 住 吉 副 執 行 委 員 長

米 田 　 健 治 守 口 米 田 　 健 治 守 口 米 田 　 健 治 守 口

橋 本 　 広 子 枚 方 橋 本 　 広 子 枚 方 橋 本 　 広 子 枚 方

村 崎 　 秀 子 住 之 江 村 崎 　 秀 子 住 之 江 村 崎 　 秀 子 住 之 江

中 矢 　 道 一 吹 田 中 矢 　 道 一 吹 田 中 矢 　 道 一 吹 田

加 納 　 忠 高 槻 島 本 永 井 　 守 彦 八 尾 柏 原 永 井 　 守 彦 八 尾 柏 原 書 記 長

鎌 田 　 修 羽 曳 野 鎌 田 　 修 羽 曳 野 鎌 田 　 修 羽 曳 野 会 計 長

長 坂 　 民 雄 堺 南 加 納 　 忠 高 槻 島 本 加 納 　 忠 高 槻 島 本 書 記 次 長

伊 藤 　 一 正 東 住 吉 河 野 　 克 昭 北 河 野 　 克 昭 北

大 内 　 康 夫 松 原 伊 藤 　 一 正 東 住 吉 伊 藤 　 一 正 東 住 吉

尾 添 　 晴 子 茨 木 尾 添 　 晴 子 茨 木 尾 添 　 晴 子 茨 木 常 任 執 行 委 員

藤 田 　 拡 箕 面

池 尾 　 剛 堺 北 田 畑 　 正 子 東 住 吉 船 井 　 喜 美 代 都 島 執 行 委 員

一 塚 　 正 紘 堺 北 今 枝 　 稔 枚 方 田 畑 　 正 子 東 住 吉

今 枝 　 稔 枚 方 橋 本 　 邦 久 東 大 阪 今 枝 　 稔 枚 方

小 林 　 泰 啓 西 淀 川 大 内 　 康 夫 松 原 橋 本 　 邦 久 東 大 阪

辻 本 　 浩 二 藤 井 寺 小 林 　 泰 啓 西 淀 川 大 内 　 康 夫 松 原

東 新 　 栄 助 住 吉 高 橋 　 宏 堺 北 小 林 　 泰 啓 西 淀 川

大 西 　 国 富 阪 南 長 坂 　 民 雄 堺 南 高 橋 　 宏 堺 北

梅 本 　 千 代 子 東 成 辻 本 　 浩 二 藤 井 寺 生 田 　 淳 子 寝 屋 川

山 口 　 佐 和 子 　 高 槻 島 本 結 城 　 恵 子 平 野 辻 本 　 浩 二 藤 井 寺

三 崎 　 英 規 交 野 東 新 　 栄 助 住 吉 結 城 　 恵 子 平 野

河 野 　 克 昭 北 大 西 　 国 富 阪 南 湯 浅 　 節 子 住 吉

半 埜 　 明 代 交 野 梅 本 　 千 代 子 東 成 大 西 　 国 富 阪 南

勝 井 　 正 富 田 林 川 口 　 喜 三 子 羽 曳 野 梅 本 　 千 代 子 東 成

田 畑 　 正 子 東 住 吉 山 口 　 佐 和 子 　 高 槻 島 本

西 岡 　 健 二 東 大 阪 三 崎 　 英 規 交 野

松 井 　 幹 治 岸 和 田 松 井 　 幹 治 岸 和 田 松 井 　 幹 治 岸 和 田 執 行 委 員 長

窪 田 　 勇 夫 河 南 窪 田 　 勇 夫 河 南 窪 田 　 勇 夫 河 南 副 執 行 委 員 長

米 田 　 健 治 守 口 垣 内 　 健 住 之 江 垣 内 　 健 住 之 江

坂 口 　 延 宏 住 吉 坂 口 　 延 宏 住 吉 坂 口 　 延 宏 住 吉

杉 澤 　 留 吉 枚 方 杉 澤 　 留 吉 枚 方 杉 澤 　 留 吉 枚 方

橋 本 　 広 子 枚 方 橋 本 　 広 子 枚 方

永 井 　 守 彦 八 尾 柏 原 永 井 　 守 彦 八 尾 柏 原 永 井 　 守 彦 八 尾 柏 原 書 記 長

中 矢 　 道 一 吹 田 米 田 　 健 治 守 口 米 田 　 健 治 守 口 書 記 次 長

２ ０ １ ３ 年 ２ ０ １ ２ 年 ２ ０ １ １ 年

２ ０ １ ０ 年 ２ ０ ０ ９ 年 ２ ０ ０ ８ 年

小川　和治 和泉 小川　和治 和泉 小川　和治 和泉 執 行 委 員 長

伊藤　起好 淀川東淀川 伊藤　起好 淀川東淀川 伊藤　起好 淀川東淀川 副 執 行 委 員 長

垣内　健 住之江 高田　耕吉 此花 高田　耕吉 此花

高山　アサ子 堺 高山　アサ子 堺 高山　アサ子 堺

杉澤　留吉 枚方 杉澤　留吉 枚方 杉澤　留吉 枚方

松井　幹治 岸和田 松井　幹治 岸和田 松井　幹治 岸和田 書 記 長

米田　健治 守口 垣内　健 住之江 垣内　健 住之江 書 記 次 長

中矢　道一 吹田 中矢　道一 吹田 中矢　道一 吹田

坂口　延宏 住吉 坂口　延宏 住吉 佐々木　能夫 河内長野

中川　五十次 岸和田 中川　五十次 岸和田 上田　トミエ 城東 執 行 委 員

船井　喜美代 都島 船井　喜美代 都島 田岡　良勝 門真

尾添　晴子 茨木 荒木　八重子 住吉 尾添　晴子 茨木

永井　守彦 八尾柏原 上田　トミエ 城東 大西　国富 熊取

荒木　八重子 住吉 尾添　晴子 茨木 窪田　勇夫 河南

上田　トミエ 城東 大西　国富 熊取 桑原　稔 住吉

大西　国富 熊取 窪田　勇夫 河南 小島　勝 東大阪

大曲　啓三 門真 藤浦　義一 羽曳野 坂口　延宏 住吉

加納　忠 高槻島本 小島　勝 東大阪 高橋　宏 堺

窪田　勇夫 河南 米田　健治 守口 中川　五十次 岸和田

藤浦　義一 羽曳野 高橋　宏 堺 久末　道子 枚方

小島　勝 東大阪 宮沢　武夫 藤井寺 船井　喜美代 都島

高橋　宏 堺 久末　道子 枚方 宮沢　武夫 藤井寺

辻本　浩二 藤井寺 佐伯　洋一 住吉 元橋　明司 羽曳野

中居　多津子 城東

佐伯　洋一　 住吉

２００７年 ２００６年 ２００５年

役員名簿
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県
の
施
設
で
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
重
度
障
害
者
の
息
子
に
、

旅
費
の
工
面
が
で
き
ず
、
見
舞

い
に
も
行
け
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
息
子
と
の
面
会
は
私

の
生
き
る
支
え
で
す
。
ど
う
か

こ
れ
以
上
年
金
を
下
げ
る
の
は

止
め
て
く
だ
さ
い
」

人
間
ら
し
く
生
き
た
い
と
い

う
願
い
を
踏
み
に
じ
る
も
の
へ

の
抵
抗
の
思
い
に
胸
を
打
た
れ

ま
す
。
あ
ら
た
め
て
、
私
た
ち

の
こ
の
運
動
の
正
当
性
、
必
要

性
を
き
わ
め
て
具
体
的
、
直
截

に
示
す
も
の
で
す
。

私
た
ち
は
、
署
名
・
街
頭
宣

伝
活
動
や
学
習
会
を
重
ね
、
多

く
の
年
金
受
給
者
、
市
民
と
対

話
す
る
な
か
で
、
こ
の
不
服
審

査
請
求
運
動
の
意
味
を
よ
り
深

く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。こ

の
運
動
は
、
圧
倒
的
多
数

の
高
齢
者
、
年
金
受
給
者
の
思

い
と
重
な
る
も
の
で
あ
り
、
多

く
の
年
金
受
給
者
に
待
た
れ
て

い
た
運
動
で
あ
っ
た
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。
同
時
に
、
私
た
ち

は
「
年
金
削
減
は
若
者
の
未
来

を
奪
う
も
の
」
と
、
現
役
世
代
、

若
者
と
の
連
帯
を
訴
え
ま
し
た

が
、
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
も

否
め
ま
せ
ん
。
今
後
さ
ら
に
深

く
追
求
す
べ
き
運
動
の
大
き
な

課
題
で
す
。

不
服
審
査
請
求
運
動
は
、
分

断
と
孤
立
を
乗
り
越
え
、
あ
き

ら
め
る
こ
と
な
く
声
を
あ
げ
、

人
間
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
連

帯
し
て
闘
う
こ
と
の
大
切
さ
を
、

広
く
社
会
に
発
信
で
き
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
運
動
の
経
験
か
ら
、
運

動
の
広
が
り
は
や
は
り
、
で
き



松井　幹治 岸和田 松井　幹治 岸和田 松井　幹治 岸和田 執 行 委 員 長

窪田　勇夫 河南 窪田　勇夫 河南 窪田　勇夫 河南 副 執 行 委 員 長

米田　健治 守口 垣内　健 住之江 垣内　健 住之江

坂口　延宏 住吉 坂口　延宏 住吉 坂口　延宏 住吉

杉澤　留吉 枚方 杉澤　留吉 枚方 杉澤　留吉 枚方

橋本　広子 枚方 橋本　広子 枚方

永井　守彦 八尾柏原 永井　守彦 八尾柏原 永井　守彦 八尾柏原 書 記 長

中矢　道一 吹田 米田　健治 守口 米田　健治 守口 書 記 次 長

加納　忠 高槻島本 中矢　道一 吹田 中矢　道一 吹田

伊藤　一正 東住吉 加納　忠 高槻島本 加納　忠 高槻島本

大内　康夫 松原 伊藤　一正 東住吉 橋本　広子 枚方 執 行 委 員

大西　国富 熊取 上田　トミエ 城東 船井　喜美代 都島

尾添　晴子 茨木 大内　康夫 松原 尾添　晴子 茨木

鎌田　修 羽曳野 大西　国富 熊取 高山　アサ子 堺

河野　克昭 北 尾添　晴子 茨木 上田　トミエ 城東

小林　泰啓 西淀川 高橋　宏 堺北 大内　康夫 松原

高橋　宏 堺北 高山　アサ子 堺北 大西　国富 熊取

高山　アサ子 堺北 辻本　浩二 藤井寺 小島　勝 東大阪

辻本　浩二 藤井寺 中川　五十次 岸和田 佐々木　能夫 池田

橋本　邦久 東大阪 橋本　邦久 東大阪 中川　五十次 岸和田

船井　喜美代 都島 藤浦　義一 羽曳野 広上　珠江 東住吉

藤田　拡 箕面 船井　喜美代 都島 廣田　三希子　 吹田

村崎　秀子 住之江 藤田　拡 箕面 藤浦　義一 羽曳野

湯浅　節子 住吉 村崎　秀子 住之江 大治　重信 住吉

結城　恵子 平野 辻本　浩二 藤井寺

高橋　宏 堺

２０１０年 ２００９年 ２００８年
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る
限
り
多
く
の
役
員
、
組
合
員

が
運
動
の
意
義
を
納
得
で
き
る

学
習
、
議
論
を
重
ね
、
役
割
、

行
動
を
分
担
し
て
、
組
織
的
に
、

み
ん
な
の
運
動
に
し
て
い
く
こ

と
の
大
切
さ
、
同
時
に
役
員
の

創
意
あ
る
頑
張
り
が
い
か
に
重

要
な
役
割
を
果
た
す
か
と
い
う

こ
と
も
改
め
て
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

こ
の
運
動
は
、
深
刻
な
格
差

と
貧
困
を
拡
大
し
、
人
権
抑
圧

の
社
会
を
生
み
出
す
安
倍
内
閣

の
暴
走
政
治
に
ス
ト
ッ
プ
を
か

け
る
民
衆
運
動
と
し
て
の
先
駆

的
役
割
を
果
た
す
も
の
で
す
。

わ
ず
か
１
月
半
で
12
万
人
が

呼
び
掛
け
に
応
じ
、
し
か
も
そ

の
20
数
％
か
ら
30
数
％
の
方
が

非
組
合
員
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
も
し
高
齢
者
の
２
％
が

年
金
者
組
合
員
で
あ
っ
た
な
ら
、

数
十
万
人
の
審
査
請
求
を
組
織

す
る
こ
と
が
で
き
た
で
し
ょ
う
。

こ
の
不
服
審
査
請
求
運
動
の
実

践
の
中
か
ら
、
年
金
者
組
合
高

齢
者
比
１
％
達
成
が
急
が
れ
、

さ
ら
に
２
％
以
上
の
組
織
に
し

て
い
く
こ
と
の
必
要
性
と
可
能

性
を
確
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。年

金
者
組
合
の
拡
大
、
運
動

の
深
ま
り
と
と
も
に
、
地
域
の

「
ま
ち
づ
く
り
」
も
大
き
く
前

進
す
る
可
能
性
が
開
か
れ
る
で

し
ょ
う
。

こ
の
運
動
を
こ
れ
か
ら
ど
う

発
展
さ
せ
る
か
、
高
齢
者
の
意

識
を
変
え
、
次
に
続
く
世
代
、

若
者
の
世
代
と
連
帯
し
た
運
動

に
つ
な
が
っ
て
い
け
ば
、
か
な

ら
ず
地
域
を
変
え
、
社
会
を
変

え
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

２
０
１
４
年
２
月
13
日



永井　守彦 八尾柏原 松井　幹治 岸和田 松井　幹治 岸和田 執 行 委 員 長

松井　幹治 岸和田 藤田　拡 箕面 坂口　延宏 住吉 副 執 行 委 員 長

米田　健治 守口 米田　健治 守口 米田　健治 守口

橋本　広子 枚方 橋本　広子 枚方 橋本　広子 枚方

村崎　秀子 住之江 村崎　秀子 住之江 村崎　秀子 住之江

中矢　道一 吹田 中矢　道一 吹田 中矢　道一 吹田

加納　忠 高槻島本 永井　守彦 八尾柏原 永井　守彦 八尾柏原 書 記 長

鎌田　修 羽曳野 鎌田　修 羽曳野 鎌田　修 羽曳野 会 計 長

長坂　民雄 堺南 加納　忠 高槻島本 加納　忠 高槻島本 書 記 次 長

伊藤　一正 東住吉 河野　克昭 北 河野　克昭 北

大内　康夫 松原 伊藤　一正 東住吉 伊藤　一正 東住吉

尾添　晴子 茨木 尾添　晴子 茨木 尾添　晴子 茨木 執 行 委 員

池尾　剛 堺北 田畑　正子 東住吉 藤田　拡 箕面

一塚　正紘 堺北 今枝　稔 枚方 船井　喜美代 都島

今枝　稔 枚方 橋本　邦久 東大阪 田畑　正子 東住吉

小林　泰啓 西淀川 大内　康夫 松原 今枝　稔 枚方

辻本　浩二 藤井寺 小林　泰啓 西淀川 橋本　邦久 東大阪

東新　栄助 住吉 高橋　宏 堺北 大内　康夫 松原

大西　国富 阪南 長坂　民雄 堺南 小林　泰啓 西淀川

梅本　千代子 東成 辻本　浩二 藤井寺 高橋　宏 堺北

山口　佐和子　 高槻島本 結城　恵子 平野 生田　淳子 寝屋川

三崎　英規 交野 東新　栄助 住吉 辻本　浩二 藤井寺

河野　克昭 北 大西　国富 阪南 結城　恵子 平野

半埜　明代 交野 梅本　千代子 東成 湯浅　節子 住吉

勝井　正 富田林 川口　喜三子 羽曳野 大西　国富 阪南

田畑　正子 東住吉 山口　佐和子　 高槻島本 梅本　千代子 東成

西岡　健二 東大阪 三崎　英規 交野

結城　恵子 平野

２ ０ １ ３年 ２ ０１ ２年 ２０ １ １年
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●
年
金
だ
け
で
生
活

し
て
い
ま
す
。
退
職

し
て
9
年
で
す
。
退

職
金
も
貯
え
も
、
す

で
に
な
く
な
り
ま
し

た
。
夫
は
要
支
援
2

で
す
。
夫
の
介
護
と

母
が
施
設
に
入
居
し

て
い
ま
す
の
で
、
2

人
を
看
る
の
は
本
当
に
大
変
で

お
金
も
か
か
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
世
話
に
は
な

れ
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

と
う
と
う
援
助
を
受
け
る
し
か

方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。
長
生
き

す
る
こ
と
は
罪
な
の
で
し
ょ
う

か
。
老
人
は
早
く
死
ね
と
言
わ

れ
て
い
る
と
し
か
思
え
ま
せ
ん
。

（
吹
田
市
・
Т
子
・
70
）

●
現
在
、
月
額
13
万
３
７
０
０

円
の
年
金
支
給
で
す
。
妻
の
分

と
合
わ
せ
て
も
暮
ら
し
て
い
け

ま
せ
ん
。
住
民
税
非
課
税
で
す
。

好
き
な
旅
行
に
も
芝
居
も
観
に

い
け
ま
せ
ん
。
こ
れ
以
上
年
金

支
給
を
減
ら
す
こ
と
に
は
反
対

で
す
。

（
大
阪
市
・
Ａ
・
67
）

●
私
は
97
歳
の
母
の
介
護
、
パ
ー

ト
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
が
、
私

自
身
の
体
が
だ
ん
だ
ん
と
悪
く

な
り
困
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
以

上
年
金
を
下
げ
ら
れ
た
ら
暮
ら

し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
吹
田
市
・
Ｒ
子
・
68
）

●
食
料
品
や
日
用
品
、
光
熱
費
、

水
道
代
と
生
活
必
需
品
は
上
が
っ

て
い
ま
す
。
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
の
女
で
す
。
今
で
さ
え
、

い
っ
ぱ
い
い
っ
ぱ
い
の
生
活
で

す
。
年
金
下
げ
な
い
で
く
だ
さ

い
。
（
藤
井
寺
市
・
Ｅ
子
・
71
）

審査請求の理由

10147人分の不服審査請求書を提出す
る永井委員長（右）



編 集 後 記

大阪府本部結成２５年を前にして、組合員１万人をめざし、２５周年を

祝う一環として、記念誌を発行することになり、本部・支部から記念誌編

集委員が選出されました。

結成２０年の節目の年には２０年の歩みとして、記念誌『軌跡』が発行

されています。この２０年を受けて「５年誌」を編集するため、編集委員

は何度となく６階の会議室で大会議案、支部代表者会議の議案、府本部ニュー

スや資料を読み返し、検討しました。

府本部活動の先達として、若松さん、漁さん、松井副委員長が座談会の

中で２５年の流れを簡潔に、明解に語っていただいたことで、２５年の通

史としての役割をしていただきました。

この５年間には、年金生活を壊す政治が、国政でも自治体でも強まって

きています。それにつれて、年金者組合の活動が求められ、その取り組み

も大きくなってきており、組合員の皆さんも活動に追われてきています。

「命の行進」「年金者一揆」「行政不服審査請求」「ひとりぼっちの高

齢者をなくすまちづくり運動」などの諸活動で、大いに力量を発揮してき

たことを組合員の皆さんに伝えることができたら、この記念誌が３０年の

活動へのスタートに立つ役割を果たせるのではと受け止めています。

【記念誌編集委員】

荒木八重子・加納忠・鎌田修

正富輝弥・村岡文蔵・村崎秀子
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